
16　自立に向かう子どもたちを育む学校保健
一自己決定の場を大切にした指導一

中　島　美智子

1.はじめに

学校教育の重要な目標として「健康,安全で幸福な生活のため必要な習慣を養い,心身の調和的

発達を図ること」と掲げられている。(学校教育法18条)しかし,日本社会の急激な変化の中で子ど

もたちの生活や環境が大きく変化し,それと共にからだの発達の"ゆがみ''やさまざまな心身上の

健康問題(いじめ・不登校・肥満・アレルギー性疾患・近視・薬物乱用等)が生じてきている。ま

た,一方で情報化が進み,様々な健康に関する情報が氾濫し,自分にあった情報の選択が難しくな

り,健康不安を増大させる危険性をはらんでいる。

本校においても肥満,アレルギー性疾患,視力の低下,睡眠不足によると思われる疲労感・気分

不良や頭痛の訴えなどの実態がある。そして,年々低年齢化し,増加している。このような,子ど

もたちのからだの発達の``ゆがみ"をこれ以上増加させることのないよう,学校保健としてどのよ

うな支援をすればよいか考えていきたい。

2.めざす子ども像

〇日分の生活を健康面から見直すことができる子ども

〇日分の生活を見直して問題点がわかり,それを解決するための方法がわかる子ども

○健康生活の大切さがわかり,健康生活への必要感を持っている子ども

○健康生活が実践でき継続できる子ども

○他者の存在を認め,共感し,共に生きる(健康の共有)ことができる子ども

3.取り組み,研究の方向性

小学校のこの時期に直面する様々な心身の健康問題に適切に対処し,それぞれの発達課題をクリ

アし,現在将来にわたって健康な生活が実践できるようになることが,自立に向かうことと考える。

このような子どもを育成するよう,保健室や学級での保健指導等を通して働きかけていきたい。

(1)保健指導の意義と必要性

保健指導は,現在及び将来にわたって児童が直面するさまざまな心身の健康問題について,適切

な対処の仕方を理解させ,健康な生活の実践に必要な態度や習慣を養うために行われる。

保健室において養護教諭が行う保健指導は,救急処置に伴う保健指導をはじめ,主に心身の健康

上の問題をもつ子どもに対し日常的に行われている。それは,自分の健康について関心と理解をも

ち,健康問題を自主的に解決する能力を育てるための支援としての個別指導が中心である。

保健室に体調不良を訴えてくる子どもたちの多くは,自分の生活上の問題(生活リズムの乱れ等)

が原因であることに気づかずに体調不良を繰り返していたり,知識・理解はあってもそれを実践化・

習慣化できていないといった問題がある。

そのような子どもの実態を踏まえると,個別指導だけでなく,集団を対象にした保健指導が効果

的である場合もある。

現在,心身に健康問題がある子どもばかりでなく,すべての子どもに対して,心身の健康の保持

増進,および,けがや疾病等の早期発見やその発生を予防できる能力を引き出す支援が必要になっ

ている。そのため,全児童や学級単位での集団を対象とする保健指導の実施とその充実が期待され

る。

そこで,本校では,教師が知識のみを教える保健指導で終わるのではなく,その知識をもとに更
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に,自分の健康のこととして認識し,自分自身はどうしたらいいか考えられる,つまり,自己決定

できるような保健指導の研究をすすめている。

(2)保健指導の指導計画作成の留意事項と手順

①　学校の教育理念や目標・方針を踏まえ,保健指導目標を明確にし,具体化を図る。

本校の各月の保健目標に応じた指導内容は,下記の通りである。

月 保健 目標 保健指導の内容

4 月 自分のか らだを知 ろう 健康診断の目的 とその受け方

5 月 丈夫なか らだをつ くろう 病気やけがの予防 と早期治療 について

6 月 歯 を大切 にしよう 健康 な歯 とむし歯予防

】 7 月 夏 を健康 に過 ごそう 夏の健康管理 ・夏休 みの過 ごし方

9 月 l　 けがの予防につ とめよう けがの予防

10月 昌を大切 にしよう 近視予防

11月 風邪 の予防につ とめよう 風邪 e インフルエ ンザ予防

12月 暖房 を安全に使お う 暖房器具の使い方

1 月 姿勢に気 をつけよう 姿勢 と健康

2 月 ～　 外で元気 に遊 ぼう 教室の空気の換気 e心の健康

3 月 耳 を大切 にしよう 耳 の健康

斯指導内容は,発達段階に応じて工夫していく。

保健室の中の掲示黒板に毎月記入。

②　他の教育活動との関連性をみながら,全教師が連携し作成する。

③　子どもの実態を把握し,実態に即した計画を作成する。

④　子どもの発達段階を踏まえ,最も適切な時期をとらえて計画実施する。

⑤　計画に基づく指導の展開は,全教師が実践研究を重ね,評価し工夫改善を加えていく。

⑥　必要に応じ,家庭・地域社会とも連携して効果的な計画とする。

疫)主題は,具体性のあるものにする。

4.実践車例

「朝ごはん何たべようかな」3年生　(学級の保健指導)

教師による知識を教えるのみの保健指導でなく,児童が朝食のメニューを考えるという学習活動

を通してさらにこの題材が自分の体の問題として認識でき,現在または将来にわたって実際に実践

できることを,ねらいとした事例である。また,学級担任と連携をとりながら,養護教諭が主に指

導した事例でもある。
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(1)題材について

私達の生活環境の変化により,食生活も大きく変化してきている。便利に簡単にあらゆる食品が

購入できるようになってきている。しかし,その一方で,栄養不良等の理由でさまざまな疾病が増

えているのも事実である。このような現状の中で,児童自らが,生きていくための食とは何か考え

ることができるように,食べることに重点をおき指導していきたいと考えた。そこで,本題材では

特に,一日の学校生活を元気に過ごすための源になる朝食を取り上げて指導していきたいと考えた。

本校において,「頭痛」「腹痛」などの体調が悪くて保健室に来室した児童に,朝食を食べたかど

うか聞いたところ90%近くが,食べているという答えであった。しかし,食べた内容については,

パンと飲み物だけ,ごはんとみそ汁だけ,菓子パンのみと,答える児童がほとんどであった。朝食

は食べてはいるが,バランスよく食べていないことが,体調が悪くなる原因のひとつではないかと

考えられる。また,学校での生活リズムの変化が大きい3年生に体調が悪くて保健室に来室する割

合が多い。一方で,給食は残さずに食べる児童は3年生に多い。そこで,この時期に,食に関心を

持ち,どのように食べていくことが必要か考えることにより,自分自身の体のために朝食をバラン

スよく食べることが実践できるようになるのではないかと考え,本題材を設定した。

(2)授業設計の焦点

朝ごはんを食べる必要があることは,理解しているが,自分の体にとって,どのような食べ物を

とるのがよいのか理解していない児童が多くいる。そこで,体にとってよい朝ごはんとは,どのよ

うなメニューか,グループで考え,考えたものを,発表する場を設定する。その発表の場で,意見

交換することを通して,児童一人ひとりが,自分自身の体にとってどのような朝ごはんを食べるの

がよいのかを考え,自分自身の生活の中で実践していこうとする意欲をもつようにしていきたい。

(3)指導の経過

(保健室の中で):保健室来室時には以下のプリントに記入する。

、　 P　　 L塑 旦 日金 耳E 天… ・㊨ 繭・喆弓

l 学年・名 前 l　 わん　 ・" 恒 可

Lt.い
けがの緩瑚

①すりきず　 紗　 ◎さしけ　 ◎とけ
雷㌶ 言 ( ⑥うちみ 伸び `からだ) ①わんぎ ) -

q　LJ
けがした鳩潮 ①這払l具　　 ②体育鑑　　 ⑨プール　　 ¢申拉

⑤緻王　　　　 ◎特別社冨　　 ①噂は (衝・此) ⑧ろうか

◎簑　 ⑳その一意 (膏 を _ホー ′　　 )

季夏 .「 .一、て し圭 .,.F とさ .き r-ノた ・・

けがしたからだの ′
守 の て< ち

な≡え

★けがをしたところ
に、O をつける

ひたり

1

虹
L　aん

けが した均瑚 くD 字は へ来 る茸 中　　　 ② 別の遊び 時間

⑳競 蒜 .て 「 蒜 ・㌫蒔 り一年 与れ 、う ◎ 】0蒜 首

① 2　 分休み　　　　 ◎獲 休み　　　　　 の厳コ 接

い1　　- 1　　t　ヽ うヽ⑧定へ 賜る遥 申　　　 ① その壷

h1 , l°1　L′　　ヽ　圧・ t . 処+ 正 蛋 参　 ・= ン ・瑚 ②糾 す

①保　 穫 ( ・iニー ・ビ強い) ④病院 受け ・監 歴遊纏 ・お迎え

学　年 ・名　餉 隼　 ■トⅡ I

i

l

紺 こもた嘲 ①■e■び疇R　O●e曇　　　　 -.,.-.
整 t議長 担 湖 拳 ) '

どうしたのですか

(からだのようナ)

準 、:崇 だ 抽 選 至…罰 …至豊 たい

いつ寸・らですか? . Jた■から. l lうのく .・川 剛 こちから

からトやすんだ. ・負かせた. ・どこかへIl1た.
t eh

すいみんのようす
■■峰村

疇可　　分

:謹 ;遺 賢 卦 舶 ・

たペもののようナ 嵩 藍 濱 鼠

■倉はたペましたか7

うんこそしましたか? 吐 う つ ㍑ 琵緑 アさ・ひい 上る)

どんなうんこてしたか日 ふつう・柚 、成 忠 心.

どうして、ぐあいが
■くな,たとおい,■

肋 動 :L 搬弱 敵 .(鼓 ..退 .虹 .………

すか7 ・碑 ・つかれ・t折 足・ば ごく崩 的 納

体■■定の鎗■ タ7よ　 き分. ・軸　　 且/分α・不更)

h　　　　　　 t ◎甲山 と,て仕事をうtは.
(　　　　　　　 )騒i t暮与する.

◎ペサr体書 (　　　 4　　 分一　　　 埠　　 分)
①鼠監事■■、早道.

①　第一次:朝ごはんをバランスよく食べることが体によいことを知る。(1/2時間)

②　第二次:グループで「朝ごはんのメニュー」を考える。　　　　　(1・1/2時間)

③　第三次:グループで考えたことを発表し,自分のできることを考える。(1時間)
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頼　指導の概要

①　第一次

ア　ねらい　・　朝食のはたらきを知る

e　食べ物は,赤・黄・緑に分けられ,それぞれの働きがあることを知る

イ　展開

学習内容 学習活動 留意点

導 ・　 学習の見通しをもつ ・ 今朝の行動を思いだし, 朝

入 食について意識する

展

開

・　 朝食のはたらきを知る

・ 食べ物の, 赤 。黄 e緑の役

。 朝食 を取ることが, なぜ体
給食委員会

で使用する

掲示使用

によいのかを考える

e　赤 。黄 。緑の食べ物につい

割について知る て考える

ま
と
め

・　 次の時間にすることの確認 。 本時のまとめ ・次の時間に
!

プリント配

をする することの説明 布 (資料 3 )

②　第二次

ア　ねらい　　0　生活班で朝食のおすすめメニューを作る

イ　展開

学習内容 学習活動
! 留意点

導

入

・　 この時間の見通 しをもつ

i

】

・　 生活グループで今か ら活動

することの確認 をする
i

展

e　 生活 グループでの話 し合 い

・　 自分たちの班 のおすすめ朝

食 メニューについて考 える

。　 おすすめのわけを考 える

・　 発表する人 を決める

e　 資料の作成

プ リン ト

開
をする (資料 4 )

ま
と
め

e　 次回が発表であることの確

認

・　 発表の準備

!

③　第三次‥‥‥・‥公開授業

学習の展開

学　　 習　　 活　　 動 教　 師　 の　 働　 き　 か

1　 前時 までの内容をふりかえる 1 前時までに話 したことを, まと

・食べ物の働 き

・朝食について
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班で決める内容

こ・正も許
し′

1.自分たちの班のおすすも朝食メニュー

「ルJリ↑「
0、年
ご且/
年十†、、
斗・1
1~こし

2.おすすめのわけ

五責紅かマち、7--て

七へや重甘い

3.発表するひと

寸ケ生宗
㌻、
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(5)成果と課題

「…~~~

自分の体にとって必要な朝ごはんはどのような内容のものか考え,そのことを自分の生活の中で

生かしていこうとする意欲をもつことができたか。

発表をきいての感想

みんなバランスを考えていてよくできていた。くふうしていて楽しかったし,おすすめのわ

けがよく分かった。

朝ごはんは,そんなにたいした事ないと思いましたが,このじゅぎょうで,とても大切だと

わかりました。これからも毎日きそく正しい生活をし,けんこうな毎日を送りたいと思います。

ほかの班もすごくいい事を書いていて,工夫していると思った。赤0黄。緑が全員そろって

いたのでよかった。ぼくは,もうちょっと工夫して本当に食べてみたいです。

1ぱんから8ばんまでちゃんと赤・き・みどりのものがよくそろっていて,体のちょうLを,

ととのえる朝ごほんが,作れていて,よくできていていいと思いました。

みんなバランスのいいものをえらんでいたのですごいとおもいました。とくに7はんは,げ

きをしていたのですごいなと思いました。

即自分の生活の中で生かしてみようとはならないかもしれないが,自分の朝食について見直す

きっかけになったと考えられる。また,グループで発表する場面であるが,グループの代表が発表

していくのだろうと私は考えていたが,全員で発表するグループ,紙人形で劇のような形で発表す

るグループと発表の仕方にも工夫が見られた。

一方,授業の終わりに,今度は自分の朝食のメニューとして考えてみようと言うと,「え～」とい

う声が聞こえてきた。このような学習活動をしていくことは楽しいが,自分の生活として結びつか

ない児童もいた。実際に考えたメニューを作ってみる方法もあったのではないかとも考える。この

ように考えると,特別活動の中の学校保健という枠にこだわらずに,総合という枠の中ですすめて

いく方法もあるのではないだろうか。これからの大きな課題であると考える。

この授業については,養護教諭が主となりすすめた。児童の反応であるが,保健室の中で話しを

することはあるけれども,教室で一緒に勉強することが初めてであったためか,養護教諭の話すこ

とに一生懸命に耳を傾けていたように思う。また,最後の時間には,また-・緒に学習したいという

声も出てきた。健康に関する専門職である養護教諭として,授業にかかわる必要性を感じた。

また,学級担任の見えないところでの援助があったからこそ養護教諭が主になって授業をすすめ

ることができたとも考える。ティームeティーチングという授業方法ではなかったが,学級担任と

の連携を密にしながら,学習活動をすすめていくことは必要不可欠だと思った。

昨年度は,学級担任と養護教諭のティーム・ティーチングという方法で指導を行なったため,か

なりの打ち合わせの時間が必要となり今後の大きな課題の一つであると考えていたが,養護教諭の

専門性が生かせる指導方法であれば,学習内容によっていろいろ変えていけば時間の問題は解決す

るのではないかと考える。

これからも,自分自身の身体と向き合い,自分にとっての本当の意味での健康はどのようにする

ことか考え実践できるように,養護教諭の専門性を生かしながら取り組んでいきたい。
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